
平成 22 年度 第六回 新宿区地球温暖化対策専門部会（平成 22 年 12 月 14 日）  

 

 検討概要：パブリックコメントの結果報告  

 

１．変更点について  

(1) 資料 1 について  

① 指針本編は、3 章の施策体系と重点施策を 2 章の後ろと順序を入れ替え、目次構成を変

更した。（区）  

② 概要版の事例は区民がわかりやすいものとした。（区）  

(2) 資料 2 について  

① パブリックコメント提出者は 12 名、意見数は 75 件うち指針に沿ったものは 60 件であ

った。（区）  

 

２．パブリックコメントへの対応について  

(1) 素案の表現・内容について  

① エコ隊の属性は年齢や性別がわかるほうが、参加する側としては加入しやすいのではな

いか。（会員）  

→区民・事業者の属性、地域ごとの区分は可能である。（区）  

② 区のまちづくりに関してヒートアイランドに特化されているが、エネルギーの面的利用

にも着目すべきでないか。基本方針（p6-7）にエネルギーの面的利用を組み込んではど

うか。(会員) 

③ パブリックコメントの意見等踏まえると、①家の中での取組み（省エネ行動等）→②家

の周囲（住宅の断熱改修等）→③家の外での取組み（自転車や公共交通などの利用等）

→④エネルギーの面的利用（地域全体への広がり）というように整理されるのではない

か。たとえば素案の p7 の後ろに①～④の展開を意識させるような表現をしてはどうか。

(会員) 

④ ３R について、現在の表現ではリデュースについてのみ触れられており、３Ｒの定義も

含めて説明が必要ではないか。（会員）  

⑤ 学校における廃棄物発電（p40）は、温暖化対策ではなく資源の有効利用という観点で

語られることが多いため、なぜ指針に廃棄物発電が記載されているのを説明する必要が

ある。(会員) 

→学校で導入している廃棄物発電は清掃工場で発電したものを購入しているものであ

る。（区）  

⑥ G8 サミットの表現（p8）については、国によって基準年等があいまいであるため、低

炭素社会づくり行動計画などを参照したほうがわかりやすいのではないか。 (会員) 

⑦ PDCA のチェック体制をしっかり記載する必要がある。 (会員) 

→実行計画に位置づけられたものについて事業評価を行うため、PDCA サイクルは実行

計画で実際に行っていく予定である。（区）  

⑧ 「新エネルギー」という単語を使っているが「再生可能エネルギー・未利用エネルギー」

で統一してはどうか。(会員) 

⑨ 地球温暖化対策推進法、エネルギー基本計画で 2030 年の目標が詳細に出ているので、

今記載されている数値目標が公表されているものと合致しているか最新情報の確認が

必要である。（会員）  

 

 



(2) 概要版の表現・内容について  

① 本編には詳細な内容まで記載されているが、概要版にも、暮らし全体やまちづくり等、

広がりを持った取組みを記載すべきではないか。（会員）  

② 概要版はわかりやすさや区民の取組みやすさを重視しているが、効果が高いものについ

ても着目する必要もあるのではないか。（部会長） 

 

(3) パブリックコメントの公表について  

① パブリックコメントの中で数値等根拠が不明瞭なものがあり、原文のまま公表するので

あれば、区民が誤解をしないよう、数値等について、根拠を確認しておく必要がある。

また、内容を区で理解しないまま「議論していく」と返答するとかえって混乱する可能

性がある。(会員) 

→誤解を招く表現や質問の意図は、可能なものについて質問者本人へ確認を行う。（区） 

② パブリックコメントでは「見える化」を望む意見が多い。区のホームページや広報の中

で施策や効果を体系的に整理し、公表してほしい。 (会員) 

③ 取組み事例等についてもわかりやすい公表方法を検討するべきである。環境白書だけで

はなく、ホームページや広報など事業者の取組みや個人の取組み等を継続してピックア

ップをすることで区民の目に触れやすいのではないか。 (会員) 

④ 熱気流等の短期評価予測手法については様々なものがあるため、効果があるかを確認し

た上、手法を用いてはどうか。（会員) 

→指針の中では扱わず、今後の事業の中で検討されたい。（事務局）  

⑤ 資料 2『意見として扱うもの』の、意見番号 11 で記載されている「”我慢”ではなく、成

果が上がる社会整備や仕組みの構築」との表記は興味深いものであるので、『意見とし

て扱うもの』ではなく、『まとめ』にいれてはどうか。（会員）  

⑥  パブリックコメントに対する回答は、言い切りではなく、もう少し丁寧な表現にして

はどうか。(会員) 

⑦ 広報の仕方には工夫が必要であり、意見の傾向や総括があるとよい。指針の中の何に関

心があるのか等、数値データを用いて総括的な表現を追記してはどうか。（部会長）  

 

３．その他について  

(1) 次回は 1 月下旬～2 月下旬を予定している。詳細な日時は事務局で調整し、後日ご連絡す

る。（区）  

 

以上 


